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1．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期累計期間（平成 28 年４月１日から平成 28 年６月 30 日まで）における世界経済は、大方の予想

に反した英国の EU 離脱や過激なテロの活発化により、株式市場や為替に大きな混乱を見せ、米国経済は比較的

に安定しているものの、欧州経済やアジア経済は停滞気味に推移いたしました。また、国内経済でも、急激に

進んだ円高は企業業績に陰りを落とし、先行きの不透明感の高まりから投資も抑制傾向となるなど厳しさが増

してまいりました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、主要な供給先であります自動車業界では、米国での自動車生産は堅調に

推移しましたが、国内では足踏み状態で推移しております。もう一つの柱である鉄鋼業界も、中国の急激な生産

能力向上による世界的な供給過剰構造から抜け切れず厳しい状況で推移しております。 

このような状況において当社グループでは、ユーザーニーズであります環境対応製品及び高付加価値製品の展

開を強化するとともに、海外需要を着実に捉えるため、米国、メキシコ、中国、タイなどを中心に生産設備の増

強を図ってまいりました。さらには将来の市場優位性を確保するべく、新規市場に向けた表面処理剤の開発や基

礎研究の強化など、研究開発活動にも注力しております。 

当社グループの第１四半期の連結業績は、売上高 24,714 百万円と前第１四半期累計期間(以下、前期)に比べ 668

百万円（2.8％）の増収となりました。円高により海外売上高は縮小傾向にありますが、国内ではすべての事業セ

グメントが増収となるなど順調に推移いたしました。事業の種類別セグメント毎の売上高は、前期に比べ薬品事業

が△0.7％の減収となる一方で、装置事業が 3.8％、加工事業が 5.3％、その他が 21.1％の増収で推移しております。

また、地域別セグメントは、国内が 8.2％の増収、アジアが△8.5％の減収、欧米が 11.8％の増収で推移しておりま

す。（セグメントの増減率は外部顧客売上高を基礎にしております。） 

営業利益は 3,794 百万円と前期に比べ 542 百万円（16.7％）の増益となりました。薬品事業の収益回復と加工事

業の拡大により、売上総利益は 9,603 百万円と 440 百万円（4.8％）の増益となり、販売費及び一般管理費が 5,809

百万円と為替の影響もあり△101 百万円（△1.7％）減少いたしました。この内訳は人件費が△2.4％、経費が△0.8％

それぞれ減少いたしました。第 1 四半期としては過去最高益となり、順調な滑り出しとなりました。 

経常利益は 3,868 百万円と前期に比べ 72 百万円（1.9％）の増益となりました。営業外の収支は為替差損が 602

百万円計上されたことなどにより 74 百万円の収入となり、前期に比べ 469 百万円減少いたしました。この結果、

当第１四半期累計期間の総資産経常利益率（ROA）は 2.1％（年換算 8.4％）と前期に比べ 0.1ポイント増加いた

しました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益は 2,327 百万円と前期に比べ 134 百万円（6.1％）の増益となりました。こ

の結果、当第１四半期累計期間の自己資本利益率（ROE）は 2.0％（年換算 8.0％）と前期に比べ 0.1ポイント増

加いたしました。 

【連結決算の概況】                          （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する四半期純利益

当第１四半期累計期間 

（平成29年３月期） 
24,714 3,794 3,868  2,327 

前第１四半期累計期間 

（平成28年３月期） 
24,045 3,252 3,795  2,192 

増減金額 668 542 72  134 

増減率 2.8％ 16.7％ 1.9％  6.1％

【為替の影響額】 

当期の為替換算レートは、すべての通貨で円高にシフトしております。海外業績の換算による損益計算書に与え

る影響額は、売上高で△945 百万円程度の減収、営業利益で△133 百万円程度の減益となっております。 
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【事業の種類別セグメントの概況】                      （単位：百万円） 

報告セグメント 

外部顧客に対する売上高 セグメント利益又は損失(△)（営業利益）

前第１四 

半期累計 

当第１四

半期累計
増減額 増減率

前第１四

半期累計

当第１四 

半期累計 
増減額 増減率 

薬品事業 10,689 10,610 △79 △0.7% 2,030 2,428 398 19.6%

装置事業 3,468 3,599 131 3.8% △138 △89 48 35.2%

加工事業 9,277 9,765 487 5.3% 1,587 1,835 247 15.6%

その他 609 738 128 21.1% 42 24 △17 △41.1%

調整額（消去） － － － － △269 △404 △135 －

連結損益計算書計上額 24,045 24,714 668 2.8% 3,252 3,794 542 16.7%

 

① 薬品事業 

外部顧客に対する売上高は 10,610 百万円と前期に比べ△79 百万円（△0.7％）の減収となり、営業利益は 2,428

百万円と 398 百万円（19.6％）の増益となりました。当事業部門は、金属などの表面に耐食性、耐摩耗性、潤滑性な

ど機能性向上を目的とする化成皮膜を施し、素材の付加価値を高める薬剤などを中心に製造・販売しております。海

外においては現地通貨ベースでは前期並みに推移しているものの、円高の影響もあり減収で推移しております。国内

においては、新規市場への薬品販売の強化による収益率の改善もあり、増収増益で推移いたしました。 

② 装置事業 

外部顧客に対する売上高は 3,599 百万円と前期に比べ 131 百万円（3.8％）の増収となり、営業損失は△89 百万円

と 48 百万円（35.2％）赤字幅が縮小いたしました。当事業部門は、輸送機器業界を中心に前処理設備及び塗装設備

や粉体塗装設備などを製造・販売しております。当事業の業績は物件毎の検収時期の影響を受けるため、短期の業績

比較は難しい事業でありますが、当第１四半期では中国やインドネシアで減収となる一方、インドや国内では増収で

推移いたしました。 

③ 加工事業 

外部顧客に対する売上高は 9,765 百万円と前期に比べ 487 百万円（5.3％）の増収となり、営業利益は 1,835 百万

円と 247 百万円（15.6％）の増益となりました。当事業部門は、熱処理加工、防錆加工、めっき処理などの表面処理

の加工サービスを提供しております。国内では自動車部品の海外シフトの影響により苦戦している一方、海外では中

国、米国の需要が拡大しており、前期において不振であったタイでも回復傾向で推移いたしました。 

④ その他 

外部顧客に対する売上高は 738 百万円と前期に比べ 128 百万円（21.1％）の増収となり、営業利益は 24 百万円と

△17 百万円（△41.1％）の減益となりました。当事業部門は、ビルメンテナンス事業、運送事業、太陽光発電事業

などを営んでおります。ビルメンテナンス事業で増収となりましたが、その他が低調に推移し減益となりました。 

 

【投資情報】                              （単位：百万円） 

 前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間 

減価償却費（有形固定資産） 1,056 1,159 

設備投資額（有形固定資産） 2,388 1,829 

研究開発費 519 551 

有利子負債 2,272 3,446 
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（２）財政状態に関する説明 

資産合計は、前連結会計年度末と比較し△5,898 百万円減少し 183,478 百万円となりました。主な増減といたしま

しては、流動資産では現金及び預金が△1,646 百万円、受取手形及び売掛金が△1,438 百万円それぞれ減少した一方

で、たな卸資産が 748 百万円増加いたしました。固定資産では有形固定資産が△1,255 百万円、投資有価証券の時価

の下落などにより投資その他の資産が△2,721 百万円それぞれ減少いたしました。 

負債合計は、前連結会計年度末と比較し△4,274 百万円減少し 47,212 百万円となりました。主な増減といたしま

しては、流動負債では未払法人税等が△1,312 百万円、賞与引当金が△923 百万円、未払金などにより流動負債その

他が△808 百万円それぞれ減少いたしました。固定負債では繰延税金負債が△651 百万円減少いたしました。 

非支配株主持分を含めた純資産合計は、前連結会計年度末と比較し△1,624 百万円減少し 136,265 百万円となりま

した。主な増減といたしましては、利益剰余金が 1,192 百万円増加した一方、その他有価証券評価差額金と為替換算

調整勘定の減少などにより、その他の包括利益累計額が△2,993 百万円減少いたしました。 

以上の結果、自己資本比率は 62.5％と前連結会計年度末と比較し 1.0ポイント増加するとともに、１株当たり純資

産は 925 円 08銭と△14 円 33銭減少いたしました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

（通期の見通し） 

今後につきましては、国内経済は緩やかな回復傾向で推移しておりましたが、現時点では厳しさが増していると思

われます。また、海外経済は米国経済は底固いものの、英国の EU 離脱問題や中国をはじめとしたアジア経済の景気

下振れ懸念もあり、不透明感が強く楽観視できない状況で推移するものと見込まれます。さらには、急激な為替変動

による海外業績の縮小も懸念されます。 

このような厳しい経済環境において当社グループでは、当期より新たな中期経営計画を策定し、事業基盤の強化・

拡大、技術立社、企業体質の基盤強化を 3 つの基本方針に、今後とも持続的な成長を目指してまいります。 

通期の見通しにつきましては、予想外に円高が進んでおりますが、当第 1四半期累計期間の業績は計画の範囲内で

推移しているものと判断し変更はありません。 

【通期連結業績（平成 29年 3 月期）の見通し】                （単位：百万円） 

 
平成 29年 3月期 

（予想） 
前期比 

進捗率 

（第１四半期） 

売 上 高 106,000 △2.8％ 23.3％ 

営 業 利 益 15,500 △1.7％ 24.5％ 

経 常 利 益 17,500 △2.4％ 22.1％ 

親会社株主に帰属する当期純利益 10,200 △1.2％ 22.8％ 

（通期予想は、現時点の入手可能な情報に基づき判断したものであり、経済情勢の変化、市場の動向、

為替レートの変動などにより乖離する可能性があります。） 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    税金費用計算  

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成 28 年税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第 32 号 平成 28年６月 17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28年４月１日以後に取

得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。 

   

 （４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28年３月 28日）を

当第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年６月 30 日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

（注） １.「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、ビルメンテナンス事業、運送事業、太陽光発電事業

などを含んでおります。 

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額△269百万円には、セグメント間取引消去84百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△353百万円が含まれております。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属

しない一般管理費及び技術研究費であります。 

       ３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３）

薬品事業 装置事業 加工事業 計 

売上高    

(1)外部顧客に対する 
  売上高 

10,689 3,468 9,277 23,436 609 24,045 － 24,045

(2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

286 66 4 357 283 640 △640 －

計 10,976 3,534 9,281 23,793 893 24,686 △640 24,045

セグメント利益又は 
損失（△） 

2,030 △138 1,587 3,479 42 3,521 △269 3,252
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年６月 30 日） 

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：百万円） 

（注） １.「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、ビルメンテナンス事業、運送事業、太陽光発電事業

などを含んでおります。 

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額△404百万円には、セグメント間取引消去35百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△440百万円が含まれております。なお、全社費用は、各報告セグメントに帰属

しない一般管理費及び技術研究費であります。 

       ３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

 

報告セグメント 
その他 
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３）

薬品事業 装置事業 加工事業 計 

売上高    

(1)外部顧客に対する 
  売上高 

10,610 3,599 9,765 23,975 738 24,714 － 24,714

(2)セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

328 45 6 380 245 625 △625 －

計 10,939 3,645 9,771 24,355 984 25,339 △625 24,714

セグメント利益又は 
損失（△） 

2,428 △89 1,835 4,173 24 4,198 △404 3,794
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４．補足情報
（１）四半期毎の業績の推移（連結）

平成29年３月期（連結）

(単位：百万円)

売 上 高
24,714 24,714

売 上 総 利 益
9,603 9,603

営 業 利 益
3,794 3,794

経 常 利 益
3,868 3,868

税金等調整前当期純利益
3,844 3,844

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,327 2,327

総 資 産
183,478 ―

純 資 産 136,265 ―

平成28年３月期（連結）

(単位：百万円)

売 上 高
24,045 27,806 25,703 31,508 109,063

売 上 総 利 益
9,163 10,121 10,190 10,960 40,436

営 業 利 益
3,252 4,044 4,174 4,294 15,766

経 常 利 益
3,795 4,736 4,617 4,771 17,921

税金等調整前当期純利益
3,719 4,774 4,674 4,732 17,900

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,192 2,880 3,071 2,176 10,320

総 資 産
189,568 190,325 193,078 189,377 ―

純 資 産 138,128 138,640 139,251 137,890 ―

平成27年３月期（連結）

(単位：百万円)

売 上 高
23,193 24,752 23,502 31,065 102,514

売 上 総 利 益
9,143 9,239 9,191 10,160 37,735

営 業 利 益
3,722 3,652 3,455 4,019 14,850

経 常 利 益
4,222 4,190 4,366 4,673 17,453

税金等調整前当期純利益
4,106 4,186 4,441 4,754 17,488

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 2,398 2,492 2,745 2,338 9,975

総 資 産
163,294 171,390 181,367 187,116 ―

純 資 産 118,680 121,565 128,368 136,123 ―

第４四半期

29年１月～29年３月

通算

28年１月～28年３月 27年４月～28年３月

第４四半期

通算

28年４月～29年３月

27年７月～27年９月 27年10月～27年12月

第１四半期

28年４月～28年６月

第１四半期

27年４月～27年６月

第２四半期

28年７月～28年９月

第３四半期

28年10月～28年12月

第２四半期 第３四半期

第１四半期 第４四半期 通算

26年４月～26年６月 26年７月～26年９月 26年10月～26年12月 27年１月～27年３月 26年４月～27年３月

第２四半期 第３四半期

日本パーカライジング㈱（4095）　平成29年３月期　第１四半期決算短信

12



（２）報告セグメントの所在地別売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 日本 6,291 6,635 344 5.5% 1,044 1,420 376 36.0%

 アジア 4,163 3,716 △ 446 △10.7% 816 814 △ 2 △0.3%

 欧米 235 258 23 9.9% 79 96 17 21.5%

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

286 328 41 14.6% 90 97 7 8.0%

 計 10,976 10,939 △ 37 △0.3% 2,030 2,428 398 19.6%

 日本 1,969 2,468 498 25.3% △ 104 △ 63 40 39.1%

 アジア 1,499 1,114 △ 384 △25.6% △ 61 △ 54 7 12.2%

 欧米 － 16 16 － － 14 14 －

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

66 45 △ 21 △32.2% 27 13 △ 13 △50.6%

 計 3,534 3,645 110 3.1% △ 138 △ 89 48 35.2%

 日本 5,403 5,595 192 3.6% 1,027 1,097 69 6.8%

 アジア 2,475 2,619 143 5.8% 363 540 176 48.7%

 欧米 1,398 1,550 151 10.9% 181 158 △ 23 △12.8%

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

4 6 2 58.8% 14 38 23 162.3%

 計 9,281 9,771 489 5.3% 1,587 1,835 247 15.6%

23,793 24,355 562 2.4% 3,479 4,173 694 20.0%

 日本 564 702 138 24.4% 11 23 11 99.2%

 アジア 45 35 △ 9 △21.0% 30 1 △ 29 △96.7%

 欧米 － － － － － － － －

 セグメント間
 の内部売上高
 又は振替高

283 245 △ 37 △13.2% 0 0 0 0.0%

 計 893 984 91 10.2% 42 24 △ 17 △41.1%

24,686 25,339 653 2.6% 3,521 4,198 677 19.2%

△ 640 △ 625 14 2.3% △ 269 △ 404 △ 135 △50.1%

24,045 24,714 668 2.8% 3,252 3,794 542 16.7%

所在地別セグメント情報

15,285 16,300 1,015 6.6% 2,051 2,531 480 23.4%

8,183 7,526 △ 656 △8.0% 1,116 1,243 126 11.3%

1,634 1,827 193 11.8% 257 269 11 4.6%

25,102 25,653 551 2.2% 3,425 4,044 618 18.1%

△ 1,056 △ 939 116 11.1% △ 173 △ 250 △ 76 △44.2%

24,045 24,714 668 2.8% 3,252 3,794 542 16.7%

調整額

連結損益計算書計上額

(単位：百万円)

売上高 営業利益

日本

アジア

所在地

欧米

当第１四
半期連結
累計期間

前第１四
半期連結
累計期間

増減額 増減率
当第１四
半期連結
累計期間

前第１四
半期連結
累計期間

合計

(単位：百万円)

薬品
事業

装置
事業

セグメント利益又は損失（△）

報告セグメント 当第１四
半期連結
累計期間

前第１四
半期連結
累計期間

増減額 増減率
当第１四
半期連結
累計期間

前第１四
半期連結
累計期間

増減額 増減率

増減率

報告セグメント計

加工
事業

売上高

増減額

調整額

連結損益計算書計上額

その
他

合計
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（３）四半期毎の業績の推移（提出会社個別）

平成29年３月期（提出会社個別）

(単位：百万円)

売 上 高 9,966 9,966

売 上 総 利 益 3,972 3,972

営 業 利 益 1,283 1,283

経 常 利 益 1,968 1,968

税金等調整前当期純利益 1,945 1,945

当 期 純 利 益 1,459 1,459

総 資 産 93,498 ―

純 資 産 68,849 ―

平成28年３月期（提出会社個別）

(単位：百万円)

売 上 高 9,891 11,202 10,524 10,978 42,596

売 上 総 利 益 3,746 3,946 4,155 3,919 15,768

営 業 利 益 1,068 1,246 1,458 1,028 4,802

経 常 利 益 2,133 1,800 1,769 3,061 8,764

税金等調整前当期純利益 2,054 1,792 1,823 3,036 8,707

当 期 純 利 益 1,489 1,299 1,322 2,203 6,315

総 資 産 96,291 94,720 98,834 96,133 ―

純 資 産 69,808 68,667 70,371 69,902 ―

平成27年３月期（提出会社個別）

(単位：百万円)

売 上 高 9,918 10,688 10,528 10,227 41,362

売 上 総 利 益 3,911 3,856 3,952 3,819 15,540

営 業 利 益 1,323 1,200 1,296 1,124 4,945

経 常 利 益 2,207 1,820 1,625 2,396 8,050

税金等調整前当期純利益 2,201 1,815 1,619 2,434 8,071

当 期 純 利 益 1,541 1,270 1,133 1,509 5,455

総 資 産 86,557 91,158 93,294 95,955 ―

純 資 産 62,211 63,972 65,662 68,632 ―

27年10月～27年12月

第１四半期

第４四半期 通算

28年４月～28年６月 28年７月～28年９月 28年10月～28年12月 29年１月～29年３月 28年４月～29年３月

第１四半期 第２四半期 第３四半期

第２四半期 第３四半期

27年４月～27年６月

第１四半期

26年４月～26年６月

第２四半期

27年７月～27年９月

27年１月～27年３月26年７月～26年９月 26年10月～26年12月 26年４月～27年３月

第４四半期第３四半期

通算

27年４月～28年３月

第４四半期

28年１月～28年３月

通算
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